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諏訪湖における水質・生物の調査

天竜川

釜口水門

1906~08年 田中阿歌麿
1931，36年 吉村信吉
1948~1950年 宝月欣二
1961~1965年 笠原大洋
1966年 諏訪湖浄化対策研究委員会
1969~1973年 JIBP-PF・諏訪湖研究グループ
1977~1980年 文部省「環境科学」・諏訪湖集水域班

定期観測：長野県（環境部・水産試験場） 信州大学



１．水質の変化
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透明度の変化１
1977年～2014年

沿岸透明度：地域環境目標 地域の合意形成（どのような湖にしたいのか）
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透明度の変化2
年度別比較

夏の透明度が改善
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透明度の変化3
過去との比較
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透明度の変化4
季節別

夏期透明度の改善が顕著
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懸濁物質濃度
全層・季節別
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全層とは、各層の値の平均値・カラムサンプラーで採取した試料の値
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夏期にアオコが減少→透明度が改善

クロロフィルa濃度
表層・夏期（6月~8月）

欠測



栄養塩1：全窒素
全層・季節別
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栄養塩2：全リン
全層・季節別

0

50

100

150

200

250

300

19
77

19
78

19
79

19
80

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

T
P

（
μ

g-
P

/
L
）

3-5月

6-8月

9-11月



下水道の整備と系外放流１
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諏訪湖に流入する窒素
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下水道の整備と系外放流2

長野県



1km

下水道の整備と系外放流3

天竜川
釜口水門

終末処理場

N

湖水中の栄養塩濃度の低下

アオコの減少

透明度の改善
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底層溶存酸素：新たな環境基準 類型：地域の合意形成（どのような生物を守るのか）



2006年8月3日 ㈱グラフィック撮影

諏訪湖沿岸に広がるヒシ

2．生物の変化



植物プランクトンの変化

和名 種別 1911年 1948年 1970年 1977年 1983年 1988年 2002年 2011年 2012年 2013年 2014年
ミクロキスティス 藍藻類 ①60％ ①99％ ①99％ ①65％ ①99％ ①90％ ②18% + ③5% ④9%
フォルミディウム 藍藻類 ② ② ③ ② + ② ④
アナベナ 藍藻類 ⑥ ⑤ ③ + ② ② ⑤ ③ ① ①
タルケイソウ 珪藻類 ① ② ④ ④ r ③ ③ ④ ⑥ ⑤ +
ヒメマルケイソウ 珪藻類 ⑤ ③ + ⑥ r r ｒ ｒ + +
ヌサガタケイソウ 珪藻類 ④
ホシガタケイソウ 珪藻類 ② + + + r + ｒ
ハリケイソウ 珪藻類 ③ r r r r r ｒ ｒ ⑤
フナガタケイソウ 珪藻類 + + r ④ ｒ ｒ
ニッチア 珪藻類 ③ ④
カタマリヒゲマワリ 緑藻類 r r
タマヒゲマワリ 緑藻類 r r r +
ミクラクティウム 緑藻類 ⑤ r r
ウズオビムシ その他 + ④ ｒ + +
ミドリムシ その他 ⑤ ｒ

0

50

100

150

200

250

1
97

7
1
97

8
1
97

9
1
98

0
1
98

1
1
98

2
1
98

3
1
98

4
1
98

5
1
98

6
1
98

7
1
98

8
1
98

9
1
99

0
1
99

1
1
99

2
1
99

3
1
99

4
1
99

5
1
99

6
1
99

7
1
99

8
1
99

9
2
00

0
2
00

1
2
00

2
2
00

3
2
00

4
2
00

5
2
00

6
2
00

7
2
00

8
2
00

9
2
01

0
2
01

1
2
01

2
2
01

3
2
01

4

C
h
l.a

 (
μ

g/
L
)

量・組成ともに変化



1911年~1976年

水草の分布面積は大きく減少

アーバンクボタより

水草帯の変化



沈水植物から浮葉植物（ヒシ）へ

アーバンクボタより



沿岸部の埋立による水草生息域の減少

1911~1978年

アーバンクボタより

諏訪湖における近年の埋立



全体計画 平成13年度まで 平成13年

度末進捗
率1期工事 2期工事 計 1期工事 2期工事 計

事業費（億
円）

23 252 275 23 96.8 119.8 43.6.％

浚渫面積
（km2）

2.7 10.6 13.3 2.7 5.8 8.5 63.5％

浚渫量（万
m3）

151 530 681 151 230.0 381.0 56.0％

沿岸部のしゅんせつによる水草生息域の減少 1969~1980年

1969~2001年

長野県HPより

諏訪湖におけるしゅんせつ



浅瀬（砂地）の消失と水草の分布

水草の分布限界深度 1.7m (1976年)

水草の分布限界深度 1.7m (1976年)

水草の分布限界深度 2.3m (1966年)
透明度の低下

浅瀬の減少
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湖面積： 13.3km2

分布面積 2.4km2

湖面積の4.8%

湖面積の18%

2009年7月 ヒシ

近年の水草の分布状況

1966年・1976年と
2009年の比較

調査：長野県水産試験場
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諏訪湖の水質とヒシ
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調査：長野県水産試験場



諏訪湖の環境変化とヒシ

水草の分布限界深度 1.7m（1976年）

水草の分布限界深度 2.5m程度（近年）

泥の堆積（N・P含む）

透明度の改善・水中栄養塩の減少（底泥の栄養塩利用）



  Ｃ（炭素） Ｎ（窒素） Ｐ（りん） 

ヒ シ  212,167 kg 15,016 kg 2,180 kg 

 含量 43.8％dry   3.10％dry  0.45％dry 

沈水植物   530.7kg    31.8kg   4.0kg 

（エビモ） 含量  39.9％dry  2.39％dry  0.30％dry 

 

水草中の栄養塩１
2009年

諏訪湖全域 長野県水産試験場諏訪支場試算値 2009年

水草には多くの栄養塩が固定されている



2006年のヒシ帯（高浜沖）

2007年のヒシ帯（刈取場所拡大図）

写真提供：株式会社グラフィック

3．諏訪湖における沿岸の役割
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浅瀬（砂地）再生への期待

酸素の供給 ➡ 好気的な有機物分解

波 ➡ 砂と泥の分級 ➡ 有機物量の減少

沈水植物帯（沿岸生態系）の再生へ

貧酸素



漁獲高の変化
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再生産の場の消失・魚食性外来魚や水鳥の増加も要因



まとめ

• 水質 各種浄化対策により改善
環境基準・下水道の整備

水中の窒素・リン濃度の減少

透明度の改善

• 生物 水草帯の拡大（ヒシが主体）
埋立・しゅんせつによる浅場の減少
底質の泥質化・透明度の改善

漁獲高の減少
餌資源の減少・外来魚・魚食性水鳥
ゆりかごとしての浅場の減少


